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1 .
` `

把
”

構文

これまで にも
"

把
' '

構文に 関して は､ さま ざまな方面から多くの研究が行われてきた｡ 特

に､ 近年は ､ 歴史的変化に関する研究が盛ん に行われて おり､ その発生 の起源や､ 変遷経緯

な どには ､ 上古先秦､ 秦代､ 魂晋南北朝､ 晴代､ 唐代､ 晩唐な どいくつ かの 説がある｡ また

それぞれの処置義を広義と取るか ､ 狭義ととるかで も見解の 分かれ るところで ある①｡

こ こで は､ 近代以降､
"

把
''

構文が どの ような経緯で現代の
"

把
' '

構文の 形に至 っ たの か

を考察するため ､ 近代漢語資料の 中から､ 清末の北方方言で書かれた 『児女英雄伝』 を中心

に
"

把
”

構文の 分析を試み る｡

2 . 近代漢語資料における
"

把
' '

構文の推移

近代漢語資料に おける ｢
` `

把
' '

字句+ の 出現状況と推移 は次の とおりである ｡ ②

文献 旬式
"

把
''

字句
"

将
”

字句 合計

王焚志i寺 6 6

寒山子蒔集 2 6 8

弥仙窟 1 1

敦燈交文集 2 7 9 7 1 2 4

狙堂集 1 4 4 8 6 2

栄子清美 3 3 2 8 0 5 1 1 3 7

京本通俗小税 4 4 4 6 9 0

* 新潟大学国際セ ンタ
ー

助教授

(彰蒋 (1 99 4) (2 0 2 -2 21 頁) ･

張 (2 0 01) (1 8 7 11 9 3 頁)

②張 (2 00 1) (2 01 -2 02 頁)
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藤田 益子

董解元西原i己 1 5 2 3 1 5 5

宣和遣事前集 2 0 4 7 6 7

大学宜解 8 1 9

孝蛭宜解 1 3 7 2 0

老乞大 4 1 6 2 0

朴通事 4 0 9 4 9

元曲迭 1 1 9 8 1 9 2 9 3 1 2 7

水前年侍 (見向嘉 1 9 5 8 年文) 1 0 7 0 2 2 0 1 2 9 0

水肺侍 (兄 /1 鼻斌文) 1 2 5 5 2 8 1 1 5 3 6

金瓶梅伺活 3 9 4 4 2 4 3 6

醍世梱嫁借 1 6 3 1 6 3 9 2 2 7 0

紅楼夢 1 0 2 1 8 8 6 1らo 7

紅楼夢 1 -8 0 回 (庚辰本) 6 0 0 6 6 5 1 2 6 5

儒林外史 7 6 4 1 6 4 9 2 8

これらは､ 既存の デ ー タを個別 に収集した結果 であ るため ､ 必ずしも ｢
` `

把
' '

字句+ に対

する概念､ 定義が完全 に
一

致して い るとは 言い 切 れな い ｡ しかし ､ 使用額度と いう点で は
"

将
”

との 共時性や盛衰を見る上でも､ 総数の 目安となる統計である ｡

3
. 『児女英雄伝』 の

"

把
”

構文の使用額度

『児女英雄伝』 における
"

把
''

構文は ､ 広義に理解した場合 ､ 現在､ 確認 出来て い る もの

で180 0 例近く見られ る ｡ 上記表の 統計結果と､ 今回の 『児女英雄伝』 の
` `

把
' '

構文 の 給用例

数を見 る限り ､ 時代が近く同じ北方の 白話文で書か れた 『紅楼夢』 と対比 した場合 ､ 小説 の

総量 に反比例して ､ 『児女英雄伝』 中の
"

把
' '

構文の 使用額度の 高さを窺うこ とが出来る③｡

4
. 現代漢語における

``

把
''

構文の条件

``

把
' '

構文に関して ､ 処置式と いう用語を提示したの は主力で､ 『中国語法理論』(11 6 頁)

の 中で述 べ て い るように ､ ｢ 形式上処置式というの は ､ 普通の 主要動詞旬よりも制約が強く､

単純に叙述句や 目的語の 前に
` `

把
”

を加えるこ とで ､ 処置式が形成されるというもの で はな

い+ として い る｡

更に ､ 現代漢語における
` `

把
' '

構文の動詞を中心とした構造分析に関して ､ 朱 (1 982) で

は ､ ｢ 現代漢語にお ける
` `

把
' '

構文を構成する連述構造中､ 動詞 は単純な単音節動詞 ､ また

は二 音節動詞であ っ てはならな い ｡ 少なくとも､ 動詞が重畳形式である こと､ 更には､ 前後

(釘狭義の
``

把
''

構文に つ い て は ､ 蒋 (1 9 9 7) に 『児女英雄伝』 68 9 例 ､ 『石頭記』 5 95 例 と の 対比が ある｡

こ こでも同様に 『児女英雄伝』 にお ける使用額度が高い ｡
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` `

把
”

構文における重畳形式

に何らかの 成分が付帯して い る こ とが必要で ある ｡+ として い る ｡ こ の 文構造 の 定義を動詞

の 状態に基 づ い て分類すると､ 次の ような種類 に分 けられる｡

H

(⇒

∈)

動詞が重畳形式をとる ｡ または ､ 動詞の前に修飾成分 として の 副詞
` `

-

' '

がある｡

動詞が前置成分を持ち ､ 介詞構造や
一

般の 副詞など状況語の 修飾を受ける｡

動詞が後置成分を持ち ､ 目的語､ 補語､ 助詞な どを付帯する ｡

5
. 『児女英雄伝』 における

"

把
''

構文の 分類

『児女英雄伝』 における
` `

把
''

構文を構文中の 主要動詞 の構造から分類すると､ 主 に次の

ような形式に分 ける こ とが出来る ｡

a .

` `

把
' '

構文の 動詞が前置後置成分を取らない 単独 の 形 ｡ (単十功伺)

b . 動詞 の前に ､ 状況語の修飾をとる形 ｡ (状活 ＋功伺) 例 :
"

把r1 徴択牙
”

c . 重畳 の形式をとる場合｡ (包括
` `

- ＋ 功伺
”

形式) 例 :
"

把手
一

粒
' '

d . 動詞の 後ろに ､ 目的語をとる場合 ｡ (功実結杓 :
"

把 N V 了 N
''

等)

例 :
"

把橘子剥了皮
”

､

"

把｢1 打井 一 半
”

e . 動詞 の 後ろ に ､ 補語 をとる場合｡ ( 功朴結杓 : 方向､ 結果 ､ 程度補語 ( V C ･

Ⅴ得

C )) 例 :
` `

牙得大大
' '

f . 動詞の 後ろ に ､ アス ペ ク ト助詞.をとる場合 ｡ (功伺 ＋
"

了
''

･

"

着
' '

･

"

辻
' '

)

g . 動詞がない 場合｡ (没有功伺的
"

把
''

字句)

h . 使役動詞と併用する場合｡ (使役功伺套用)

i . 連動文を構成する場合｡ (達功)

j . 兼語文を構成する場合｡ (兼培)

項目 a 並 びに g は､ 現代漢語の 普通語で は ､ 存在しな い形式で ある ｡ これらの 現代語との

差異8羊つ い て は ､ 歴 史的変化､ 講談と い う資料の 特殊性な ど､ 様々 な要因が考えられ るが､

こ れらの 問題に つ い て は､ 別の 機会に述べ る ｡ 本編で は ､ まず､ 現代漢語との 対比 を行うた

め ､ 現代漢語との対比が可能な 『児女英雄伝』 中の
"

把
' '

構文の 中から､ 最も動詞に付帯成

分の 少ない ｢ c . 動詞が重畳 の 形式をとる場合+ に つ い て分析をすすめ る ｡

6
.

"
-

”

＋動詞
･

動詞重畳形式

6 . 1
``

-

Ⅴ
' '

形式

( - )
"

把
' '

＋ 0 1 ＋
` `

-

Ⅴ
”

以下､ 形式や音節の分類 ごとにその 例文を挙げる｡

-
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( 1) 目的語が体の
一

部や具体的な事物を指すもの

"

把
”

構文中
,

"

把
”

の 後に来る目的語に は ､ 受事 (受動者) として の働 きの ほか に ､ 動

作を実行する当事者自体の 働きを持つ もの もある ｡

( a) 単音節

こ の タイ プの 単音節動詞は69 例ある ｡ 以下 にその
一

部を挙げる ｡

拳起双拳, 先在他面｢1 前
-

晃, 迭叫作
' '

井 n 兄山
”

, 却是十着)L ｡ 破迭十架式, 是用右脇騰横

着
一

緒, 封着面｢1 , 順着用右手往下
一

抹, 舎任他的手腕子 ,
一

行,

右手仇他藤子右辺反措将去 , 把下巴
一

拍, 叫作
"

黄萄摘腰
”

｡ ( 6) ④

他自覚身子往前
-

朴, 起紫的舎了舎粧鈷住 ｡ 只返舎粧的迭十当ノし,

将他身子持韓辻来, 却用

( あごを押さえ つ ける)

那女子就把身子
一

組 , 鬼

升左脚 ,
一

回身 , 哩的
一

声, 正錫在那和尚右肋上 . ( 6) (体 をね じる)

那和尚兄丙梶打他不着, 大軌
一

声, 双手摸劫, 袷升了梶, 便取他中路, 向左肋打来 . 邦女子

迭番不F1̂ 了, 他把柳腰
-

揺 , 平身向右
-

折 , 那梶便擦着左肋奔了肋下去; 他却揚起左脇膳,

仇那梶的上面向外
一

弾, 往里
-

秦, 早把梶韓在手里 ｡ 和尚兄他的兵器被人吃住了 , 吸着牙 ,

撒着腰 , 往后
一

塊 ｡ ( 6) ( 腰を振 る)

`` `

守着残根ノし辻
'

岐! 係又走夢!
”

那穿紅的女子祈了 , 抜下郡把刀来, 用刀背把他的賂勝

一

控, 向那母女二人道:
''

娘)し丙十只頗走 .

”

那母女兄了也有些害伯, 只得就走｡ (7) ( 腕を遮

る)

オ
ー

下坑, 又朝着部位姑娘脆下了 . 那姑娘大雪金刀的坐在上面 , 把眉
一

班, 悦‥
"

備忘公法ム

俗叩可, 起来!
''

(8) (眉 をしか め る)

十三妹道;
”

俸祈我硯, 我父来曽任副将, 只因遇着了十対共, - 迭対共是十天大地大的元大

不大的
-

十大脚色 , 正是我父来的上司 .

”

悦到達里咽住 , 把股
- 紅 , 又悦道 ;

㍍

却又因我身上

的事, 得罪了那願 . 他就寺十鎮子 , 参了
一

本, 将我父来草歌舎向, 下在塩里 o (8) (顔 を赤 ら

め る)

那老婆)L 也在
一

斉硯:
"

唆! 真括的!
”

十三妹把手
一

括 , 硯‥
"

老人家, 快休如此税 ｡ 要悦係丙

家性命不是我十三 妹救的 , 返塙也是欺人 ｡

”

( 8) ( 手を振る)

返事断断不能仇命!
"

十三妹祈了, 登吋把丙道蛾眉 二塁, 塊
”

不信係就併的迭等決裂! 狽好 ,

係 既不能仇命 , 我也不敢承情, 算我年軽好事, 胃失糊冷 ｡ ( 9) ( 二本 の美 しい 眉を吊り上げる)

(b) 二音節動詞

こ の タイプの 二音節動詞は 1 例しか見られない ｡ 以下に例を挙げる ｡

返山里等閑元入行走 , 邦夜猫子白日里又不出寓 , 忽然祈待人声, 只道有人掬他的患ノし来了 ,

便横沖了出来,
-

麹勝正損在那濠子的眼晴上 . 邦喋子折痔, 把脇袋
-

抜鬼 , 就把騎着的人轍

下来, 達那勝子底下栓的玲鎖也鬼拝了, 落在地下 ｡ (5) (頭を方向を変えて ､ 振り落とす)

④ ( ) 内は ､ 例文出典の 『児女英雄伝』 の 章回回数を示す｡ 使用テキス トは ､ 『児女英雄伝』 1 9 89 年斉

魯書社版である｡

-
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"

把
' '

構文にお ける重畳形式

( 2) 目的語が抽象的な動作の対象
` `

把
' '

構文中､
` `

把
”

の 後に来る目的語 は ､ 受事 (受動者) として の働きを持ち ､ 抽象的

な動作の 対象を表す｡

( a) 単音節動詞

こ の タイプの 単音節動詞は5例 ある｡ 以下にその 例を挙げる ｡

迭年正逢会斌大比之年｡ 新年下 , 安老苓､ 安太太把家中年事
- 辻 , 便帯了公子述城｡ (新年に

なっ て ､ 安夫妻は ､ 新年 の行事を済ませ ると､ 早 々 に若様をつ れて ､ 城内 - 行きま した｡) (1)

偏看了看収札的帳, 軽重不等, 大家都格外有些尽心 , 独安老苓只有寿犀上
-

十空名字, 他己

是十分的着情; 又見返安老苓的オ情兄快速 出自己之上 , 可就用着他当日硯的那十
"

舎他
-

舎
叩

的主意了 . 想着如此把他
一

明, 既庄
一

圧外辺 的口舌 , 他果然姪庚伏汎 , 保得元事, ( こ の 人事

なら何か と周りから取り沙汰 されるはずは ない ｡) (2)

其余的F 身, 併不起費些事, 包[J 十坑)し, 把他イ｢]
一 理 , 眼前都是太老苓的牙爪 , 准敢不達? 倭

是那地保, 他地面上消弥了迭等
-

十大案, 也省得杵多的梅屋花鞘, 他迩有甚ム不慮意的? (l l)

堆想迭位十三妹姑娘, 力大子身, 遠心細如友 . 況下心去 , 把前后的清二墾 , 第
一

句他就想到 ‥

方オ迭安官故的活里 , 耕到我当日達人送我父東泉枢
一

帯 , 迭活我妃得曽在能仁寺向他家公子

合北家妹子悦辻十大概, 算他父子翁娘風面淡到署了; (1 9)

姑娘回共叫了誰太太丙声, 只折他那里酎軌如雷, 睡得更抗｡ 自己便披上衣裳坐起来, 把夢中

的事前后
-

悲, 悦‥
㍑

我自乗不信迭些算命拭卦囲夢相面的事, 今夜迭多作的却有些古怪! 分明

是我父母 , 忠的不肯玖我?
”

(2 2)

(b) 二 音節動詞

この タイ プの 二 音節動詞は 1 例 しか見られな い ｡ 以下 にその例 を挙げる ｡

邪戸先生鈷起来, 故作憤冴同道:
砧

此位何人?
”

一

面留神上下把姑娘
一

打量 , 只見旦然出落得

花容月貌, 好
一

似野鶴岡云 , 那小吋苛的面鹿ノし迩傍悌玖得出来,
一

眼就早看兄 了他左右糞角

迫必正的邦丙点朱砂癌 ｡ ( 1 7)

( 二)
"

把
' '

＋ 0 1 ＋状況語 ＋
` `

-

Ⅴ
''

( 1) 目的語が体の
一

部や具体的な事物を指すもの
` `

把
' '

構文中､
"

把
' '

の 後に来る 目的語に は受事 (受動者) として の働 きの ほかに ､ 動作

を実行する当事者自体の働きを持つ もの もある ｡

( a) 単音節動詞

こ の タイ プの 単音節動詞 は24 例ある ｡ 以下にその
一 部を挙げる｡

那女子更不答言, 他先挽了挽袖子, 把邦沸青粗布杉子的衿子往
一

斉
- 緬 , 丙只小脚ノし往西下

里
一

分, 舎着粧ノし, 挺着腰板ノL , 身北面南, 用丙只手案定了那石共, ( 群青色の シ ャ ツ の あわ

せ を片側 - 巻 いて挟み込み) (4)

-
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藤田 益子

往后 , 料想
-

吋倒退不及 . 他便起了十賊智, 把身子往下
-

拷, 心 里想着且森井了頚曝咽喉 ,

辻那 白光)L 仇共頂上朴空了辻去 , 然后勝出身子来再作道理 ｡ 堆想他的身子樽得快, 那白光)L

来待更快, 嘆的
一

声,
-

十鉄弾子正着在左眼上 ｡ ( 6) ( 体を下に かがめて)

和尚
' '

噂
”

了
一

声, オ待逐手 , 那女子収回左脚, 把脚距向地下二盤 , 翰起右腿鬼了
-

千
"

旋夙脚
”

,

肥 , 那和尚左太附上早着了
-

脚, 砧脚不住, 暗埠向后便倒｡ 迭 一

着叫作
' '

達杯速歩蟹萄拐
”

,

是迭姑娘的
-

粧看家的本領, 真実的芝地 ! (6) ( 女は左足を戻 し､ 左足の 鍾を軸 にく るり
-

旋

右足 を つ む じ風の ように飛 ば して)

二位老人家, 倖的神泉不通 , 慢走
一

歩, 待係女)し起来, 合侮同享邦迫遥快床也! 脱着, 把左

手向身后
一

婦, 便要韓起邦把刀来, 就想往項下
一

棟, 折返副月貌花容, 作
一

団珠況玉砕! 返

正是: カ防洩水汚蓬叶, 先取鯛刀断蒲生 ｡ ( 1 8) ( 左手を体の 後ろ の ほう - 指し回 した)

又把身子望丙秀
一

内, 向公子道:
"

老居住, 接辻去 .

”

公子便朝上双手接来, 捧着安在京辺那

張小兵上 ｡ (2 4) ( 身を脇 - か わ して)

只見姑娘把眼皮)し往上
-

rJ] , 妹冷的
-

副面孔, 同道:
"

窓ム梓?
”

只迭第
一

句, 迭来就不像十

硯 的成的祥子 ｡ (2 5) ( 瞭を上 - 引き つ らせ て)

公子被他磨的干特, 只得自己劫自己脱:
"

迭自然也是新娘子的妨蓋故姦, 我不柊他辻来, 他念

好自己走上床去?
” 一

面想着, 便走到姑娘躍前, 捧住姑娘約手腕子 , 噂里オ悦得十
”

姐姐清睡,

不要作碓
”

,

一

句没硯完, 姑娘只把腕子軽軽ノし的往怖里 二塁, 公子早立脚不穏,
-

十朴虎ノし往

節
-

朴, 陰些就要薩在那飼盆架上例! ( 2 8) (手を懐 - そ っ と引き寄せ る)

又把手往衣襟底下
一

弾, 挨着祷帯上郡十伐搭被ノし, 掲出
-

把伐来要拾那十人 ｡ (3 4) ( 辛を衣

服 の前 の おくみ の 下の ほう - 差 し回 し)

( 2) 目的語が抽象的な動作の対象
` `

把
' '

構文中､
"

把
'
'

の 後に来 る目的語 は受事 ( 受動者) として の働 きを持ち ､ 抽象的な

動作の対象を表す｡

( a) 単音節動詞

こ の タイプの 単音節動詞 は 2 例ある ｡ 以下にそ の例を挙げる｡

堵大娘子道:
``

我却有十風韻在此 ｡

”

因望着他父来合安老苓哨哨)し的道:
` `

我想英知把他如此

迭般的
-

み, 呂不更完成
一

段美事?
”

邦九公硯:
``

好畦 , 好畦!
”

(1 6)

因悦道 :
"

宗家嫡, 窓ム祥貫｡
”

推宗家太太把噴向安太太二重, 硯道 :
"

那是他家的人, 我当

不了他的家!
”

(3 2)

(b) 二音節動詞

こ の タイプの 二音節動詞は 3 例ある ｡ 以下にその 一 部を挙げる ｡

安公子扶了技手 , 道 ;
"

借同
一

声‥ 有位安太老令家巻的公館在那条街上?
”

那掌拒的祈了,

把安公子上下
一

打量 , 同道:
"

客人, 係向的可是那承亦高家堰堤工菟柾被参的安大老苓的家

春名?
”

安公子点共通 ;
〟

正是 ｡

n

(l l)

-
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把
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構文 における重畳形式

十三妹祈了
一

位, 重夏把安老苓上下 二定量 , 又看了看邦九公 ､ 緒大娘子, 只得鈷起身来, 向

安老苓福了
-

福, 道:
"

原来便是安官債! 方オ民女不知, 多多唐突, 望官牧恕 民女的胃昧!
”

(1 9)

只見庄｢1 大井 , ｢1 外歓待幸司成群, ｢1 里也是不断的人来人往, 那両辺樹底下迩歌着杵多起造

兵吃食的.

-

吋, 老令到了庄n 首, 下了新)L , 只見
-

十穿靴戴帽的庄客辻来, 把老苓上下 二

打量 , 兄老苓戴着頂草帽ル 騎着共研)L , 却又穿着身行衣 , 不像十来作賀的祥子 , 便上前向

道 :
〟

哨イr] 是那)し来的貯?
”

(3 9)

6 . 2
``

Ⅴ
-

Ⅴ
''

形式

( - )
"

把
' '

＋ 0 1 ＋
` `

Ⅴ
-

Ⅴ
”

( 1) 目的語が具体的な事物を指すもの

"

把
”

構文中､
"

把
”

の 後に来る目的語は受事 ( 受動者) として の働きを持つ ｡

( a) 単音節

こ の タイ プの 単音節動詞 は2 例ある ｡ 以下にその 例を挙げる｡

"

併到姐姐的八字ノし, 仇姐姐喝蝦的
一

声, 我公公 ､ 婆婆就知道 , 不用再向侮家要庚帖去｡ 姐

姐要塊不放心 , 此吋必得把備八手)し全 二全, 莫告訴姐姐, 我家合了迩不算外, 連係家也

早 己合辻了 ｡

''

何玉夙道 ‥
"

今日備忘的清醒 白醒悦的都是些夢活?
''

(2 6)

那鏑ノし里的姻家域的干浄也是返
-

壊 , 壊不干浄也是迭
-

壊; 恨如域不干浄, 回来再装 , 那飼

)し里的姻衣可就架在生姻底下了 . 越案越厚 , 美瑛辰年到卯年, 倭
-

宜到他
` `

孟棺槍走
”

, 也

休想他把那個袋飼)し遼二遼 o ( 3 7)

(2) 目的語が抽象的な動作の 対象
"

把
' '

構文中 ､
"

把
”

の 後に来る 目的語は受事 (受動者) として の 働きを持ち､ 抽象的な

動作の 対象を表す｡

( a) 単音節

こ の タイプの 単音節動詞 は 1 例しか見られな い ｡ 以下 にそ の例を挙げる｡

只伯那程老夫子兄体是十成人之学, 也就不肯照小学生
一

般教俸背涌 , 将来用着他吋, 就未免

自己信不及 . 古人
`

三 余
'

棲弔, 超眼前迭残冬濃夜, 正好把弔理
一 理 , 再功手作文章不退 ｡

湊的文章, 有我拾係迭的那三十篇后､ 禎 , 二十篇近料簡墨 , 簡煉端摩, 足修了, 不必食多 ｡

( 3 3)

( 二)
"

把
''

＋ 0 1 ＋ 状況語 ＋
` `

Ⅴ
-

Ⅴ
' '

( 1) 目的語が体の
一 部や 具体的な事物を指すもの

"

把
' '

構文中､
"

把
' '

の 後に来る 目的語に は受事 ( 受動者) として の働きの ほかに ､ 動作

を実行す る当事者自体の 働きを持つ もの もある ｡

-

3 5
-



藤田 益子

( a) 単音節

こ の タイ プの単音節動詞は2 例 ある ｡ 以下 にその例 を挙げる ｡

那痩和尚風邪女子的萩拳到来, 就照式祥
一

措, 不想他把拳共虚幌
-

幌, 寛回身去就走 ｡ 那痩

子吟瞭大笑, 悦:
"

原来是十頑女筋斗的, 不忠ム梓!
”

( 6) ( 拳で目をくらませ)

女子見送般人揮共揮脇, 都是些カ巴 , 心里想道 ‥
` `

迭倒不好合他交手, 且打倒丙十再悦!
”

他

就把刀尖虚按
-

按, 托地 -

跳, 跳上房去 , 掲了丙片瓦, 朝下打来｡ (6)

( 2) 目的語が抽象的な動作の対象

( a) 単音節
"

把
”

構文中 ､
` `

把
”

の 後に来る 目的語は受事 (受動者) として の働 きを持ち､ 抽象的な

動作の 対象を表す｡

この タイ プの 単音節動詞は 1 例 しか見られ か ､ ｡ 以下にその 例を挙げる ｡

我想 , 如今他不是没忙着要走的迭
一

視了喝? 我要把他老太太的事重新夙夙光光的拾他み
-

礼

也算我イロ肺徒
-

場 ｡ 只是要老弟侮多住九日, 包些事脚盆纏 ｡ (2 0)

6 . 3
"

Ⅴ了
-

Ⅴ
''

形式

( -

)
"

把
''

＋ 0 1 ＋
"

Ⅴ了
-

Ⅴ
' '

( 1) 目的語が体の
一

部や具体的な事物を指すもの
"

把
' '

構文中､
"

把
' '

の 後に来る 目的語 には受事 (受動者) として の 働きの ほ かに ､ 動作

を実行する当事者自体の働 きを持つ もの もある ｡

( a) 単音節

こ の タイ プの単音節動詞は 4 例 ある｡ 以下にその 例を挙げる ｡
"

慢耕
`

上山捉虎, 下海檎尤
'

, 就便
`

赴湊踊火, 砕骨粉身
'

, 我安尤媒此吋都敢替侮去作!
,,

那十三妹把眼
一

皮ノし挑了 ｢ 挑, 悦道 ‥ ( 険を吊り上げて言 っ た) ( 9)

只見他況着股 , 垂着眼皮)L , 同着噂, 仇鼻子里
`

町 了
一

声, 把身子排了
-

劫B , 歪着共ノし向

何小姐道:
"

祈得述去便恵ム梓 , 祈不逆去便忽ム梓? 我倒清向某日!
”

( 3 0)

公子道 :
''

既如此 ,
-

姑妄言之妄祈之
■

岩野 .

”

何小姐兄公子走要地脱出十道理 来, 超返机会便把

坐)L迦ヱ二迦, 側辻身子釆斜釜着坐好 了, 望着公子悦道 : '' 既承清向, 送話却也小小的有十道

理在里共 , 侮若不嫌素焼, 容我合侮細併 ｡ 侮方オ合妹子脱的‥
･

対着美人 , 貨此名花 , 若元旨

宿 ,
L J
J

a 不幸負了良辰美景?
-

( 3 0)

返十原故 , 只在迭 《ノL 女英雄侍》 安老苓中速士的吋候己毎交代辻 了, 此吋不須再発o 当下只

風邪位大主考月坐后 , 把前五魁魁巻排了
一

都, (3 5)

-
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( 2) 目的語が抽象的な動作の対象
"

把
' '

構文中､
"

把
' '

の 後に来る 目的語は受事 (受動者) として の働きを持ち､ 抽象的な

動作の対象を表す｡

( a) 単音節

こ の タイプの 単音節動詞 は 1 例しか見 られない ｡ 以下にその 例を挙げる ｡

那判官裏道:
"

此人 《善薄》堆1,tjl 如山, 《悪薄》 井元
一

字.

”

固王只把他部 《善薄》 的事由看了

二重, 悦道:
"

法人功徳非凡 , 我迭里不政友落, 只好根知値日功曹, 眉奏天庭, 清玉帝定奇 ｡

”

(2 4)

( 二)
"

把
' '

＋ 0 1 ＋ 状況語＋
``

Ⅴ了
-

Ⅴ
' '

( 1) 目的語が体の
一

部や具体的な事物を指すもの
"

把
”

構文中､
` `

把
' '

の 後に来る 目的語 に は受事 (受動者) として の 働き の ほ かに ､ 動作

を実行する当事者自体の働きを持つ もの もある ｡

( a) 単音節

こ の タイ. プの 単音節動詞は6例 ある｡ 以下にその 例を挙げる ｡

只
-

祉祉升 , 把大衿向后又披了
一

括, 露出邦十白轍轍的胸膜)し来o 他便向飼旋子里舎起那把

尖刀 , 右手四指技定了刀牝, 大栂指按住了刀子的掩心 , 先把右脇騰往后
一

撃, 里起左手大指

莱, 按了按公子的心 寓ノL ｡ (5)

和尚兄他的兵器被人吃住了 , 唆着牙 , 撤着腰 , 往后
一

塊o 邦女子便把梶略松 了
-

松 , 和 尚除

些)し不曽坐十倒樽)し, 達忙的挿住丙脚, 挺起腰来往前
一

掃 . (6)

原来随嫁)し娘如悦那花)し収在境匝里的吋候, 却是睡得糊里糊徐接下培)し硯夢活 . 他硯辻迭句,

把麻袋往被寓里鑑三二 盤, 又着了｡ 及至姑娘后来債篇大砲的自言自活 , 恰好他醒了, 祈了祈 ,

姑娘硯的都是自己的心事. (2 2)

只蓋得他邦銀老虚紫里透紅 , 紅里透紫, 丙眼囲浄, 満共大汗 , 把帽子往上推了 -

推 , 丙只手

不住的往下按汗 ｡ 及至祈安老令接上溝了 , 料着安老令走有凡句吃紫的塙 向得住姑娘 , 不想安

老苓不辻合他岡了会子
"

之乎者也
”

, 倒背了有大半本 《列女侍》, 漸漸的活有些打不住｡ (2 5)

只祈他
"

孔噸噛, 孔噴噴, 孔噸孔噸孔噸噴
”

打者, 在邦里等着摸銭 ｡ 忽兄安老苓逆来坐下 , 他

又把共上郡十道笠)し望下塗工二塗, 便按住鼓板 , 友科道: 瑞祥年準水祥辻 , 翰蹄夙雨晴消磨;

食皇
-

枕黄梁夢, 都付人回春夢婆 ｡ (3甲)

那芽庵便翻着双白眼視道:
"

不敢欺, 係可知夫子哨然而呪道都句
一

書与点也
-

, 正貨映得是他部

些ノし没干共赴 o

”

坐中郡十再望準是十退辻不達的人, 兄他丙十争尭起来了 , 慌得把身子望后塵

ヱニ盤, 望着邦十夏姓公西 的悦道:
"

小端, 俸看今日迭等十礼斥薙容之地 , 他二位倒
一

言不合

斗起口 来, 区区止不 辻志在温飽 , 自向是断断周旋不来的, 返事只 得要借重体迭位大君子

了 ｡

乃

( 3 9)

-
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( 2) 目的語が抽象的な動作の対象
"

把
”

構文中､
"

把
' '

の後に来 る目的語は受事 (受動者) として の 働きを持ち ､ 抽象的な

動作の対象を表す｡

( a) 単音節

こ の タイプの 単音節動詞 は1 例しか見られな い ｡ 以下 にその 例を挙げる ｡

弛金夙道;
"

迭梓貿
”

, 他便恭恭敬敬深深的向邪神主福了丙福, 祝告道:
"

叔父 ､ 姉母 , 只得

僚功休二位老人家了, 清侮二 位老人家向前升
一

升ノL , 自己扮附我姐姐
一

句, 想来他就没的硯

了 ｡

”

視着, 他便把邦丙座神主都往会外清了
一

滴 ｡ 姑娘
-

看, 可了不得了! ( 2 6)

6
.
4

"

Ⅴ了Ⅴ
”

形式

(
-

)
"

把
”

＋ 0 1 ＋
` `

Ⅴ了 Ⅴ
' '

( 1) 目的語が具体的な事物を指すもの

"

把
''

構文中､
"

把
”

の後に来る 目的語は受事 (受動者) として の 働きを持づ｡

( a) 単音節動詞

こ の タイプの 単音節動詞 は2 例ある ｡ 以下 にその 例を挙げる｡

堆想邦女子放下石共, 把手上身上的土拍了拍, 拝了拝,
一

回身 , 就在藁臭)L 的那光椅子上坐

下了 ｡ 安公子
一

見 , 心里悦:
"

迂可忠ム好?
”

( 4)

他見 了迭穿月白的女子達等的貞烈 , 心 里越加敬愛, 税:
"

迭オ不柾濃 的合我
-

十模祥)L 梶‡
”

随即向后退了
一

歩, 把股上的唾沫星子擦了擦, 笑着呪了
一

声, 道:
"

姑娘 , 体受注等的委屈 ,

自然核息怒交加, 我不怪係 ｡ 只是我要清教‥ 確道只返等噂突 叫葛会子 , 就没事了不成?
”

( 7)

(2) 目的語が抽象的な動作の対象
` `

把
' '

構文中､
"

把
”

の 後に来 る目的語は受事 (受動者) として の 働きを持ち ､ 抽象的 な

動作の対象を表す｡

(b) 二音節動詞

こ の タイ プの 二音節動詞 は3 例ある ｡ 以下 にその 例を挙げる｡

那女子走到躍前, 把那映石共瑞相了瑞相 , 兄有二 尺多高, 径囲也不辻
一

尺来往 , 約美也有十

二 百四五十斤重 , 原是
-

十裾根食的碍碕 ｡ 上面藁辺却有十菌通了的美服)L , 想是カ栓栓牲 口 ,

再不括根杵ノし, 瞭瞭衣裳用的 ｡ ( 4)

且自頗性命要紫, 因此上
一

犯 二 狽, 写了十十万丙 的扱致 ｡ 那卑大人就把案内着了旧着, 据情

轄奏 ｡ (1 3)

又把式祥端正了端正 ,
一

面裏白拾他帯在手上 ,
一

面哨哨的向他笑道:
㍑

俸帳,

是? 等要放他的吋候, 哨イロ再放 ｡ (34)

-

3 8
-

団弄上就好了不



"

把
''

構文における重畳形式

6 . 5
"

Ⅴ Ⅴ
' '

形式

(
-

)
` `

把
' '

＋ 0 1 ＋
` `

Ⅴ Ⅴ
”

(1) 目的語が具体的な事物を指すもの
"

把
”

構文中､
` `

把
”

の 後に来る目的語 は受事 ( 受動者) として の働きを持つ ｡

( a) 単音節

この タイプの単音節動詞は3 例 ある ｡ 以下 にその 例を挙げる ｡

"

我合体公公
一

年的提心 吊胆 , 到今日且喜遂心如意 了!
”

視着, 倭
-

只手技起他来, 又叫
､

｢ 共:

''

拾体新大姐姐湿十手巾来, 把粉句句 ｡

”

緒大娘子忙
-

把持了他辻来, 硯‥
"

先歌歌)し署 , 鈷了

迭半天了 ｡

”

(2 7)

老藍答庄
一

声, 便端了
-

碗涼錬豆,
-

喋綜子 , 又風邪十Y 共 原名素馨, 改名家香的
-

仇屋里端出
-

裸)し攻魂由子 ,
-

裸)し雄花糖来, 都放在公子面前｡ 公子
一

面吃着, 男太太又椀;

``

吃完了, 再把股擦擦, 就涼快了 ｡

”

公子
-

吋吃完, 擦了股 , 重新打扮起来 ｡ ( 3 7)

老令兄肺老令的姻天了 , 将要叫人舎香火, 恰巧那十麻花ノし
-

吋不在距前｡

一

回共, 正看見境

姐)し鈷在那辺 , 安老令是
一

生忠厚待人 , 仇不暁得甚ム叫作岡牌汽 , 嫌人脆, 笑人怯 , 便叫溌

姐ノし道 :
比

倫辻来, 把肺老苓 的姻 点点 ｡

”

迭
-

下子可要了他的小命ノし了! ( 3 7)

( 2) 目的語が抽象的な動作の対象
"

把
”

構文中､
` `

把
' '

の後に来る目的語は受事 ( 受動者) として の働きを持ち ､ 抽象的な

動作の対象を表す｡

( a) 単音節

この タイ プの 単音節動詞 は 1 例 しか見られな い ｡ 以下 にその例を挙げる.｡

誰金夙道 ;
"

姐姐迭就力確了? 等我再把我那力辻的確退避｡

”

便又告訴緒大娘子‥
"

我迭句活 ,

只有俸妹夫知道: 再我不敢晴婆婆, 便是公公躍前我也不曽提辻 ｡

”

( 2 6)

( 二)
` `

把
”

＋ 0 1 ＋ 状況語 ＋ ⅤⅤ ＋ 0 2

(2) 目的語が抽象的な動作の 対象
``

把
”

構文中 ､

"

把
”

の 後に来る 目的語は受事 (受動者) として の 働きを持ち ､ 抽象的な

動作の 対象を表す ｡

(b) 二音節動詞

この タイプの 二音節動詞は 1 例しか見られない ｡ 以下にその 例を挙げる ｡

他倒鈷起来向安老苓拝了
一

斉, 悦道‥
"

就是迭ム着了 . 只求係老人家把迭活好好)L 的替我韮

付托付我イr1 老玉苦 . 我也不会花硯柳悦的,
一

句活 , 我就保他不撒読､ 出苦カ迭南条)し｡ ( 4 0)

-

3 9
-
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6 . 6
` `

Ⅴ Ⅴ了
' '

形式

(
-

)
``

把
”

＋ 0 1 ＋ 状況語＋
` `

Ⅴ Ⅴ了
' '

(b) 二音節動詞

この タイプの 二音節動詞は 1 例しか見られない ｡ 以下にその 例を挙げる ｡

好辻 的是 , 磨盾三年, 算完了
-

粧大事, 且得消閑九 日 ｡ 不好辻的是, 出得場来,

都像十中的, 只疑心 自己不像; 回来再把自己的棒文暮掛峯似 ,

看看唯股上

却也不作卦山外想 , 及至看了

人家的 , 便党得自己某赴不及他出色, 某句不及他警人 ｡ 方寸中是頃刻楼台, 頃刻衣熔, 韓消

閑得不耐煩｡ (3 5)

7 .

` `

把
' '

構文 と重畳動詞

現代漢語との対比 によ っ て 明らかになる 『児女英雄伝』 中の
"

把
' '

構文における重畳動詞

の特徴は次の とおりである ｡

7 . 1 現代湊語における状況

史有為 (1 994) には ､ ｢ A A 型在
` `

把
' '

字句里的分析 (
"

把
' '

構文における A A 型 の分析)+

に関する研究がある｡ そ こで は､ ｢王 ､ 李､ 範､ 劉氏の
′

四論文中､ 重畳形式が計50 0 例余りあ

るが､ そのうち
"

把
”

構文は わずか20 例 しか含まれておらず､ 大多数はA A 型で はな い+ と

指摘して い る ｡ そ こで の 内訳は ､ A -

A 型4 例 ､ A 了 A 型3 例 ､ A 了 -

A 型又 は A 了 Ⅹ A 型

( Ⅹ は両､ 三 ､ 五 ､ 六等任意 の 数字) ､ A A 型は7 例とな っ て おり､ そ の分析結果は次の よう

なもの で ある｡

1 ) A A 型の 重畳形式を
"

把
”

構文に用 い る ことは ､ 使用額皮が低く､ 優勢な表現とはい え

な い ｡ 北京人 へ の 聞き取り調査結果で も同様の結果が証明された｡

2 ) 単音節動詞と二 音節動詞の A A 型 は等価で はなく､ 後者の 方が
"

把
' '

字句には適合性が

高い ｡ 前者が通常
``

把
”

字句に現れ る こ とは少な い ｡ 現れる場合は､ A A 型 の 後ろ に結果

を表すフ レ ー ズが来るか ､ A A 型 の 前に ある種の成分が加わりフ レ ー ズ が長くな っ て い る

と いう特徴がある ｡

3 ) A A 型が
"

把
”

字句の中で 単独で現れる場合､ ある種の規則性や類推が可能な 一 面 (何

かの 結果を含意 したり ､ 祈使句である場合) と､ 習慣性に拠 っ たり類推不可能な 一 面があ

り､ 不確定な
一

種の柔軟性､ い わゆる グレ ー ゾ ー ン の 中間地帯に ある とい える ｡ その ため ､

全 て の規則を明確に表現す るの は困難で ある｡

4 ) 単音節動詞 の A
-

A 型 ､ A 了 A 型の使用額度が表すもの として は ､ 単音節動詞 の A A 型

- 40
-



"

把
”

構文における重畳形式

の 方が前二 者に比 べ
"

把
''

構文に なじみ やす い と い うこ とで あ る ｡ ( A 了
-

A 塑 は 更に
` `

把
' '

構文になじみくい)

7 . 2 『児女英雄伝』 における状況

『児女英雄伝』 の
` `

把
' '

構文中に現れる重畳形式は ､ 次の 6 種類 で あり､ 動詞の 音節別の

用例数はそれぞれ下記 に示すとおりで ある｡

` `
-

Ⅴ
” "

Ⅴ
-

Ⅴ
”

`
`

Ⅴ了
-

Ⅴ
”

``

Ⅴ了Ⅴ
”

､

"

Ⅴ Ⅴ
”

"

Ⅴ Ⅴ了
''

単 音 節 A 1 0 0
'
例 6 例 1 2 例 - 2 例 4 例 0 例

二音節 A B 5 例 0 例 0 例 3 例 1 例 1 例

計 1 0 5 例 6 例 1 2 例 5 例 5 例 1 例

こ こで ､ 史 (1 994) の指摘する内容と 『児女英雄伝』 の状況を比較してみ る ｡

『児女英雄伝』 全体に現れる単音節動詞 の A A 型重畳形式は4 85 例 ､ 二音節動詞の A B A

B 型 は13 1例⑤で ある｡

そ のうち
` `

把
”

構文中に 出現する A A 型 ( Ⅴ Ⅴ形式) は 5 例 ,
A B A B 型 は 1 例で あ る ｡

つ まり､ 『児女英雄伝』 中の A A 型に つ い ても
` `

把
”

構文中におい て優勢な用法とは言えず､

使用額度も低 い ｡

史氏 によれば､ 単音動詞 と二音動詞の A A 型 は不等価である ｡ 二音動詞の 方が
"

把
''

字句

に適して おり､ 単音動詞は常に
` `

把
”

字句の中に出現するわけで はなく ､ 上記 (7 . 3(2)) で

述 べ たようなある種 の 条件がある ｡ 『児女英雄伝』 の用例 は､ 基本的 に は祈使旬にみ られ ､

単音節動詞 の A A 塑に は､ 後続する フ レ ー ズはな い ｡ 二音節動詞 の A B A B 型は ､ 直後に間

接目的語を取 っ て い る ｡ 出現数からみれば､ 『児女英雄伝』 中で は､
` `

Ⅴ Ⅴ
''

の 5 例中､ 4 例

が単音節動詞､ 1 例が 二音節動詞で あり､ 単音節動詞 の用例 の方が優勢で ある ｡

更に､ 単音節動詞の A
-

A 型､ A 了 A 型は A A 型 に比 べ て
"

把
' '

字句に適合し､ A 了
-

A

型は
``

把
''

構文になじみく い と いう史氏 の解説からは ､ A
-

A 型 ､ A 了A 型 > A A 型 > A 了

-

A 型 とい う優先順位が成立する ｡ しかし､ 『児女英雄伝』 の状況 は異な っ て おり､ 単音節

動詞 A 了
-

A 型12 例 > A
-

A 型 6 列 > A A 型 4 例 > A 了 A 型 2 例 の順 となる ｡

これらの 形式の
` `

把
' '

構文中の 出現数と各重畳形式の総体的な出現数の 比率は ､ 次の 通り

である ｡ 単音節動詞A 了
-

A 型1 1 / 5 0 ⑥ (2 2%) ､ A
-

A 7 / 4 0 (1 7 .5%) ､ A A 型4 / 48 5 (0 .8 %) ､

A 了 A 型2 / 2 42 (0 .8 %) となり､ 各重畳形式の 中に おける
"

把
''

構文の 占め る割合と
``

把
”

構文中の 重畳形式の 各出現実数の 高低は
一

致して い る ｡

⑤ 藤田 (2 00 2) (2 76-2 87 頁)

㊨ (
` `

把
''

構文中の 出現数/ 各重畳形式の 捻出現数) に よ っ て ､ 各重畳形式に出現する
``

把
”

構文 の 占め

る割合を計算して い る ｡

-

4 1
-
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7 . 3 形式と音節

『児女英雄伝』 の
` `

把
''

構文 c 類 の 中で ､
"

-

Ⅴ
”

は も っ とも多く見 られる用例で あ る ｡

全部で1 05 例 (状況語の 修飾を受けるもの を含む｡ そのうち､ 5 例 は二 音節動詞で ある｡) 意

味は
"

忽然､ 功作根快､
-

下子
' '

等 の
一

般的な描写で ある ｡ こ の ほか ､
"

-

”

＋ Ⅴか ら派生

したい くつ か の重畳形式が見られる ｡ 例えば､
"

Ⅴ
-

Ⅴ
' '

( 6 例) ､
"

Ⅴ了
-

Ⅴ
' '

(1 2 例) ､
` `

Ⅴ

了Ⅴ
' '

( 5 例 ､ そのうち 3 例が 二音節) ､
"

Ⅴ Ⅴ
”

( 5 例､ そのうち 1 例が 二音節) ､
"

Ⅴ Ⅴ了
' '

( 1 例) な どがある ｡

また ､
"

Ⅴ
-

Ⅴ
”

､

"

Ⅴ了 -

Ⅴ
”

な どの
"

-

Ⅴ
' '

形式を含む重畳形式には ､ 単音節動詞 の用

例 の み で ､ 二音節動詞の 用法は見られない
"

-

Ⅴ
''

形式自体も大多数は単音節動詞 によ る用

例で あるが
` `

一 打量
”

､

` `
- 抜鬼

''

の み 二音節の用例が例外的に見られる｡
` `

Ⅴ了 Ⅴ
'
'

､

"

Ⅴ Ⅴ
' '

形式に は ､ 単音節､ 二音節動詞 の用例が共 に見られる ｡

現代の 普通話で は ､ 二音節動詞 の重畳形式の使用範囲は ､ 『児女英雄伝』 よりも狭い ｡ 『児

女英雄伝』 中に見られた状況に つ い て整理する と､ 次の とおりである ｡

(
-

)
"

-

' '

＋ 二音節動詞
"

把
''

構文中の 目的語は全て人物で ､ 動詞 は
"

打量
' '

､

"

抜鬼
' '

の みで あるが､ 計 5 例 のう

ち､ 4 例は
` `

打量
”

で ある ｡ こ れらは い ずれも､
` `

把
''

＋ 人物 ＋ (状況語) ＋
` `

-

' '

＋
"

打

量
''

と い う､ 状況語 まで 同様の 文体 にお い て使用されて い ると い う特徴がある ｡ (例文は前

述 ｡)

( 二) 二音節動詞 ＋
"

了
' '

＋ 二音節動詞

現代漢語で は ､ 二 音節動詞が
"

Ⅴ了Ⅴ
”

形式を作るこ とはきわめ て少な い ｡ 『児女英雄伝』

で は ､
``

端相了端相
' '

､

"

端正了端正
' '

､

"

旧着了頻着
' '

な どの用例が見られた｡

( ≡)
"

把
”

＋ 0 1 ＋状況語 ＋ 二音節動詞重畳 ＋ 0 2
"

托付托付
”

1 例 の み ｡

現代漢語中で A B 形式動詞を用 い ､ 同様の 意味を表現する場合は､ 多く
` `

A B
- 下

' '

形式を

用 い る｡

(四) 状況語 ＋ 二音節動詞重畳 ＋
"

了
''

"

孝似拳似
' '

1 例 の み ｡

現代漢語中で A B 形式動詞 を用 い 同様の 意味を表現する場合は､ 同じく
` `

A B
- 下

”

形式を

用 い る ｡

7 . 4 修飾語との 関係

『児女英雄伝』 の
` `

把
' '

構文c 類におい て ､
"

Ⅴ了 Ⅴ
''

を除く全て の 形式で ､ 状況語の 修飾

を受ける用例がみられ る｡

- 4 2 -
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把
”

構文における重畳形式

7 . 5 動詞 と目的語の 関係

『児女英雄伝』 の重畳形式を伴う
"

把
'

構文中の 目的語 には ､ 次の( 1)( 2) の ような二 つ の種

類が見られた ｡ 文の 表面的な構造は全く同じであるが ､ 目的語と動詞 との 関係に おい て ､ 下

盲己に述べ る ような差異を含んで い る｡

( 1) 目的語が体の 一 部や具体的な事物を指すもの

` `

把
''

構文中､
"

把
'
'

の後に来る目的語 に は受事 ( 受動者) として の働 きの ほかに ､ 動作

を実行する当事者自体の 働 きを持つ ｡

( 2) 目的語が抽象的な動作の対象
"

把
”

構文中､
"

把
' '

の後に来る目的語は受事 ( 受動者) と して の 働きを持ち ､ 抽象的な

動作の対象を表す｡

更に ､ 動詞 と目的語の 関係に基 づ い て構造を分析すると､
``

把
''

構文 :
"

把
' '

＋ N ＋ Ⅴと

い う基本構造の N とⅤの 相互関係は､ 以下 の 三種類に分類する ことが出来る ｡

① N が
` `

受事
''

( - 受動者) の場合 :_ N - Ⅴ

② N フうミ
` `

当事
''

( - 当事者) ･ 施事 (動作主) の場合 : N 一 Ⅴ

⑨ N が
` `

受事
”

( - 受動者) にも

N が
` `

当事
''

( - 当事者)
･ 施事 (動作主) にも両方に解釈できる場合 : i:::

これらを
"

把
' '

構文以外の平叙文に置き換えてみる とその 違 い は明らかであ る｡

① N が
` `

受事
”

( - 受動者)

例 :
` `

把下巴
一

拍
''

･ ･

-
"

一

拍下巴
''

･ ･

*
``

下巴
一

拍
''

･ ･

② N が
` `

当事
''

( - 当事者)

例 :
` `

把股
- 紅

' '

･ ･ ･

*
"

- 紅股
”

･ ･ ･

-

``

股
- 紅

' '

･ ･ ･

の場合 :

･

``

把
''

＋ N ＋ Ⅴ

･ V O

･ S V

･ 施事 (動作主) の場合 :

･

` `

把
”

＋ N ＋ Ⅴ

･ V O

･ S V

⑨ N が
"

受事
''

( - 受動者) にも :

N フうミ
` `

当事
”

( - 当事者) ･ 施事 (動作主) にも両方に解釈で きる場合 :

-

4 3
-

N - Ⅴ

N 一 Ⅴ

N - V

N 一 Ⅴ



藤田 益子

例 :
` `

把脇袋
- 歪

”

･ ･ ･ ･

``

把
' '

＋ N ＋ Ⅴ

-
` `

- 歪胸袋
' '

･ ･ ･ ･ v O

-
"

脇袋
-

歪
' '

･ ･ ･ ･

S V

②､ ⑨類の ように N が当事者になりうる場合とは ､ 目的語の大部分 は身体の
一

部分で あり､

動詞も体自体から発せ られた動作であ る｡

『児女英雄伝』 の 重畳形式を伴う
` `

把
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構文中の 目的語 には ､ 身体の
一 部分 の 瞭発的な動

きを表すもの が多く､ ③の ように
"

把
”

構文中の 目的語が受動者とも､ 動作主とも分析で き

る例が多く見られる ｡
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